
杉並区立天沼
小学校の実践







100

80

60

40

『PISA2015年 協同問題解決
能力調査～国際結果の概要～』
（平成29年11月・国立教育政

策研究所）より









『PISA2015年 協同問題解決
能力調査～国際結果の概要～』
（平成29年11月・国立教育政

策研究所）より



大人になったらできると考えたこと

今の自分でもできると考えたこと

自
分
だ
け
で
も
で
き
る
と
考
え
た
こ
と

社
会
全
体
で
協
力
し
て
こ
そ
で
き
る
と
考
え
た
こ
と

東京都町田市立南
成瀬小学校の実践



香川大学附属坂出小学校
の実践







札幌市立九条北
小学校の実践







札幌市立九条北
小学校の実践



札幌市立九条北
小学校の実践



文部科学省・総務省「学びのイノベーション」（平成23年～）イメージより
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１人１台端末
に関する理由

タブレットを使った
授業が楽しいから。

資料などが紙ではない
ので量が増えても、便
利だと思ったから。

資料を読み取るのもタブレット
だと読もうと思うから。

内容が難しいときも、タブ
レットがあるとわかりやす
いと感じるから。

タブレットを使うと、自分
の考えを整理したり、まと
めたりできるようになって
きた気がするから。

友達の意見を自
由に見ることが
できるから。
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成果



(5) 我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について，

(ｱ) 自然災害の防止
（ｲ） 森林の働き
（ｳ） 公害の防止

(ｱ) 災害の種類や発生の位置や時期，防災対策などに着目
(ｲ) 森林資源の分布や働きなどに着目
(ｳ) 公害の発生時期や経過，人々の協力や努力などに着目

○地震災害，津波災害，風水害，火山災害，雪害など を取り上げること。
○大気の汚染，水質の汚濁などの中から具体的事例を選択して取り上げること。
○国土の環境保全について，自分たちにできる ことなどを考えたり選択・判断したりでき
るよう配慮すること。
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日本の国土（地理的環境）

人々（国民）の活動

第1次産業（農業、水産業） →地域事例
（盛んな地域）

第2次産業(工業)→地域事例（盛んな地域）

第3次産業（情報、販売、運輸ほか）

自
然
災
害

公
害

森
林
資
源

保護
育成 防止 防止

内容（5）「国土と国民生活との関連」



(4) 我が国の我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について，学習の問題を追
究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｳ) 関係機関や地域の人々の様々な努力により公害の防止や生活環境の改善が
図られてきたことを理解するとともに，公害から国土の環境や国民の健康な生活を
守ることの大切さを理解すること。

（ｴ） 地図帳や各種の資料で調べ，まとめること。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｳ) 公害の発生時期や経過，人々の協力や努力などに着目して，公害防止の取
組を捉え，その働きを考え，表現すること。

(4) 内容の (4) については，次のとおり取り扱うものとする。
イ …大気の汚染，水質の汚濁などの中から具体的事例を選択して取り上げること。
ウ …国土の環境保全について，自分たちにできる ことなどを考えたり選択・判断したり

できるよう配慮すること。



公害防止の取組

公害の発生の時期や経過 人々の協力や努力 など

単元の学習問題

毎時の課題（めあて、問い）

働き

にに着目して

を捉え を考え



公害防止の取組について，例えば，どのような公害がいつごろ発生
したか，それはどのように広がり，その後どのように改善したか，
人々はどのように協力してきたかなどの問いを設けて調べたり，公害
防止の取組と国土の環境や国民の健康な生活を関連付けて考えたりし
て，調べたことや考えたことを表現すること…

例えば，生活様式の変化や都市化の進展などがもたらした都市・生
活型の公害，産業がもたらした公害などが考えられる。

国民の一人として，国土の自然環境，国民の健康や生活環境の維
持・改善に配慮した行動が求められるなど国民一人一人の協力の必要
性に気付くようにすることが大切である。その際，一度破壊された環
境を取り戻すためには長い時間と多くの人の努力や協力が必要である
ことに気付くようにするともに，例えば，自分たちには何ができるか
などと，自分たちに協力できることを考えたり選択・判断したりして，
国土の環境保全への関心を高めるように配慮することが大切である。
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人
々
の
活
動

特色や意味の考え方
（方法）

空間的な視点
位置や空間的な広がり

時間的な視点
時期や時間の経過

相互関係の視点
事象や人々の相互関係

など

社会的事象として
見るための視点

特色
比較・分類、総合

意味
地域の人々や国民生活
との関連付け

に着目して
問いを見いだして

意味を考えて
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公

害
の
防
止
に
関
わ
る
人
々
の
活
動

特色や意味の考え方
（方法）

時間的な視点
公害発生の時期や経過

相互関係の視点
人々の協力や努力

など

社会的事象として
見るための視点

意味
国土の環境や国民の健康な
生活を関連付けて

に着目して
問いを見いだして

意味を考えて



目標：それぞれが果たした役割を読み取り、地域で一
体となって努力を重ねた改善したことを理解する。

振り返り
人の体にも影響があるんだよ

公害→80年→きれいな空

住民、国・市、
工場の三角形

市の偉い人がお金できれいにする人を雇った
工場の水をきれいにする機械をつくった
汚いところを埋め立てた（誰が？）
町の人が大掃除をしてきれいにした
市町村が条例を作って取り締まった

資料：「運動を起こす母親達」「空気の汚れを調べる市民」

市町村が国に訴えた
死んだ人の家族が市に訴えた

本時の課題：北九州市の空や海をきれいにするために誰がどのような取組を行ったのか

この順番を考える活動は何を求めて
いるのか（気付かせたいことは？）
それを言葉で言わせる必要がある。

ビデオの感想が後の学習を影響する
（なぜ各地の公害を取り上げたのか）

市町村の動きは速かった。でももっと早い動きがあった。

取り上げないともったいない反応多いＱ：取組のきっかけ

住民（母親たち）がきっかけに
なったんだね。

予想
どんなつながりがあるのかな？など
次の活動へのつながりを

資料（5枚）「市の対策話し合い」「灰燼日本一」「条例」「法律」「工事」

市民が勇気ある

三者の相互関係を説明できな
いと図を示す意味が無い。
特に住民の役割を。

一つ一つの資料を丁寧に読み取ら
ないと、分かったようで分からな
い表象的な内容になる。情意は育
たない。

このタイミングでの気付きや疑問が
学習の方向付けになる



Ａ：こんなゴール（学び）へ

Ｑ：「なぜ？」「どのように？」
「～してみよう！」

ｑ①

ｑ②

ｑ③

ｑ④

a①

a②

a③

a①＋②＋③＋④



1 課題は子供に届いていたか

2 対話は成立していたか

3 全員が本時の目標を実現したか

4 子供は満足・納得したか

力を合わせる必要感
（迷う・困る・選ぶ場面など）

子供の疑問（問い）や予想

子供の学びの価値付け

適切な振り返りの場面

１コマ（４５分・５０分）の授業を見る目線



対話的

主
体
的

・教師の問い
（課題）は届
いているか。

・子供は見通
しをもってい
るか。

・子供の思考
の流れに沿っ
ているか。

・子供同士の発言はどう
つながっているか。

・意見の違いが板書など
で整理されているか。

・課題や教師の発問に正
対しているか。

・目標の実現に向かっているか。

・考える場面は（焦点化され）設
定されているか。

・学習のまとめは子供が行ってい
るか。



本時の目標
これからの販売の仕事が情報を生かしてどのように発展し、
国民生活がどのように豊かになっていくのかを考え、表現で
きるようにする。

○情報を生かすことによる販売の仕事の発展
と国民生活の向上について、それぞれ考え
表現している。 【思考・判断・表現】

○販売の仕事がこれからどのように情報を生か
したらよいかを自分の生活と関連付けて考え
ようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】



第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 総括

知識・技能 C C B B

思考・判断・表現 B B B

主体的に学習に
取り組む態度 B B A A

単元の評価の「総括」イメージ

記録

指導



本時の評価の実際（社会科の例）

単元等の評価規準表の評価規準

例：～の働きの大切さを考え、文などで表現
している。

例：「○○と△△を関連付けて、～の働きにつ
いて表現しているか」を評価する。（ノー
トの記述内容から）

○評価資料(材料）
（ノートやワークシートの記述
内容、作品など）

○判断基準
・○○と△△を関連付けている
か
・～の働きについて表現してい
るか

本時における実際の評価規準

評価方法



評価計画（例）

単元の学習問題を設定する 思①

態①予想や学習計画を考える

予想や学習計画に基づいて調べる

知①

知①

思①

学習問題についてまとめる

社会的事象と出合う

思② 知②

選択・判断、多角的に考える 態② 思②

知①

知①

知①

態①

または

または

または

学習過程・学習活動

知①

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

小
学
校
社
会
科
の
例



ベネッセ教育総合研究所

●調査対象
小学５年生・中学２年生（公
立）
全国3地域（大都市（東京23区
内）、地方都市（四国の県庁所
在地）、郡部（東北地方））
－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
高校２年生（公立普通科）
全国４地域（大都市（東京23区
内）、および東北・四国・九州
地方の都市部と郡部）

「小中学生の学びに関する実態調査」2014



情報

読み取り

気付き
疑問

情報
（比較・関連）

本時の学習課題

調べる
考える
話し合う

まとめる

情報
（追加・焦点化）

ふり返る
（自分の
考え）

予想する



単元の学習課題 ： ○○はどのように～だろう。

疑問 気付き 疑問 気付き

これを調べれば
分かるはずだ

たぶんこれと
関係あるん
じゃないか

私はこのこと
を調べていく






